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	透明蒸着ハイバリアフィルム「テックバリア」

加工適性に優れたレトルト用新グレードを発売


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
　三菱樹脂株式会社は、主に食品包装用として使用される透明蒸着ハイバリアフィルム「テックバリア」シリーズに、加工適性に優れたレトルト用新グレード「テックバリアＴＺＲ」を加え、９月１５日から販売を開始します。

　透明蒸着ハイバリアフィルム「テックバリア」は、ＰＥＴフィルムなどにシリカ※を蒸着することによってアルミ箔に匹敵する最高レベルのガスバリア性および水蒸気バリア性を付与した高機能フィルムです。金属探知器での異物検査や電子レンジ対応が可能であること、内容物の視認性に優れるなどの特長があります。また素材に塩素を含まないため環境適性にも優れており、食品包装を中心に工業包装、医療包装用フィルムとして、年々売上げを伸ばしています。

今般発売する「テックバリアＴＺＲ」は、２００２年に発売したレトルト用汎用グレードの「テックバリアＴＺ」のシリカ蒸着面に、シリカ膜を保護するプロテクションコートを施しています。バリア性能が劣化してしまうために従来出来なかったシリカ蒸着面への白ベタ印刷が可能となり、コンバーティングフィルムとしての使い勝手が向上しました。また印刷やラミネート加工におけるバリア性能の劣化も防ぎます。「テックバリアＴＺ」と同様にレトルト殺菌処理が可能で、かつ酸素透過度が１.０（cc/（㎡・day・atm））、水蒸気透過度が１.０(g/㎡・day)以下という優れたバリア性能を有しています。生産は、当面受注生産としますが、お客様の要求サイズの把握と生産体制が整い次第、順次在庫するサイズと数量を増やしていく予定です。

当社は、「テックバリアＴＺＲ」を、透明蒸着ハイバリアフィルムの次世代の主力グレードとして位置付け、さらなる売上の拡大を目指していきます。

【用語解説】

・コンバーティングフィルム

各種の機能を付与した１枚のフィルムを作るために、貼り合わせて使用するフィルムのこと。

・シリカ（SiOｘ＝ケイ素酸化物）

シリカは、地殻の約６０％を占める珪素の酸化物。地上で一般的に存在する無害な物質です。ちなみに「ｘ」が「２」となれば、SiO２、すなわちガラスとなります。

・レトルト（加圧加熱）殺菌処理

ボイル殺菌でも完全殺菌処理が難しい場合や殺菌加熱時間が長いと食品の熱劣化を引き起こす場合には、必要に応じて蒸気や加圧熱水を利用した１００℃を越えるレトルト（加圧加熱）殺菌が使用されます。
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